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ジノテフラン（CAS no. 165252-70-0） 

 

文献信頼性評価結果 

 

示唆された作用 

エストロゲン 抗エストロゲン アンドロゲン 抗アンドロゲン 甲状腺ホルモン 抗甲状腺ホルモン 脱皮ホルモン その他* 

－ － － － － － － ○ 

 

○：既存知見から示唆された作用 

－：既存知見から示唆されなかった作用 

*その他：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用等 

 

ジノテフランの内分泌かく乱作用に関連する報告として、動物試験の報告において、副腎でのコ

スチコステロン合成系の促進、視床下部―下垂体―副腎軸への作用を示すことが示唆された。 

 

(１)神経行動影響 

⚫ Takada ら(2020)によって、ジノテフラン(三井化学、20%含有製品である水溶性 Arubarin®) 500、

2,500mg/kg/day を４週齢から４週間飲水投与した雄 C57BL/6NCrSlc マウスへの影響が検討さ

れている。その結果として、500mg/kg/day 以上のばく露群で血漿中コルチコステロン濃度の高

値が認められた。なお、オープンフィールド試験における総移動距離、オープンフィールド試

験における中央スクエア滞在時間、尾懸垂試験における不動率、強制遊泳試験における不動率

には影響は認められなかった。 

また、ジノテフラン(三井化学、20%含有製品である水溶性 Arubarin®) 500、2,500mg/kg/day を

４週齢から４週間飲水投与(慢性的予測不可能軽度ストレス条件下)した雄 C57BL/6NCrSlcマウ

スへの影響が検討されている。その結果として、500mg/kg/day 以上のばく露群で血漿中コルチ

コステロン濃度の高値が認められた。なお、オープンフィールド試験における総移動距離、オ

ープンフィールド試験における中央スクエア滞在時間、尾懸垂試験における不動率、強制遊泳

試験における不動率には影響は認められなかった。 

想定される作用メカニズム：副腎でのコスチコステロン合成系の促進、視床下部―下垂体―副

腎軸への作用 

なお、本試験結果の解釈にあたっては、含有量記載の製品を使用しているが、ジノテフラン

以外の成分については不詳である点に注意を要すると判断された。 
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（令和７年度第１回化学物質の内分泌かく乱作用に関する検討会 資料１－２より抜粋） 

 


